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18 議会モニター募集

ドキドキワクワク友達たくさんできるかな？
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第２回定例会は、議員提案による栗山町議会委員会条例の改正ほか、町長提案の
一般会計補正予算、予算審査特別委員会に付託した 25 年度各会計の当初予算など
38 件の議案が提案され原案どおり可決しました。
また、一般質問では８人の議員が事務の執行状況や将来への方針などについて、所
信を問いました。

３月１日～ 19 日

平成 25 年度予算

委員構成予算審査特別委員会

町の仕事や、それに必要なお金の使い方を
話し合う予算委員会。
１年間の町政を決める大切なものです。
町長その他の執行機関から提案された予算
の内容は議会が審査しています。

今号の定例会はココ！

12 月 ３月

６月９月

第２回定例会

委 員 長
副 委 員 長

置田武司
友成克司
八木橋義則　大井賢治　三田源幸
小寺　進　　大西勝博　大平逸男
藤本光行　　楢﨑忠彦　重山雅世

委 員

予算の内訳

一般会計
76 億 4100 万円
58.3％

国民健康保険
18 億 4426 万円
14.1％

下水道
11 億 7553 万円
9.0％

介護福祉学校
1 億 4043 万円
1.1％

介護保険
13 億 1632 万円
10.0％

後期高齢者医療
1 億 7754 万円
1.4％

水道
8 億 464 万円
6.1％

予算総額
130 億 9972 万円
（対前年比 4億 9900 万円、4.0％増）

福祉や教育、除雪や
道路の整備など、
行政の運営費
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まちの 25年度予算の使いみちが決まりました。

わたしたちの税金、
何にどれくらい使うの？

「産業」

「都市基盤」

「生活・環境」

「医療・保健・福祉」

「教育・スポーツ」

・栗山赤十字病院補助（医療機器更新） 7800 万円
・養護老人ホーム泉徳苑個室化支援 1700 万円
・介護老人福祉施設整備支援 2560 万円
・総合的な子育て支援（医療費助成など） 4814 万円
・継立保育所民営化 1597 万円

・消防救急デジタル無線整備 9064 万円
・一般廃棄物処理基本計画の見直し 400 万円
・ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物処理 4225 万円
・再生可能エネルギー導入可能性調査 315 万円
・節電啓発対策 100 万円

・栗の活用事業 954 万円
・海外販路開拓支援事業 100 万円
・森林整備加速化・林業再生事業 4603 万円
・水稲直播機導入 200 万円

・緑の基本計画見直し 684 万円
・都市公園安全・安心対策 550 万円
・公営住宅整備の拡充 3 億 7872 万円

・栗山水泳プール改修 2309 万円
・町民球場改修 957 万円
・介護学校通り道路改修・駐車場整備 3940 万円

25年度予算の重点分野は、子育てや医療介護、
くりやまブランド、防災、エネルギー。
一般会計の主な新規・拡大事業は以下のとおりです。
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最
終
的
に
ど
の
程
度
必
要
量
を
確
保
す
る
の
か
？

防
災
用
備
蓄
品

エ
ゾ
シ
カ
食
肉
加
工
施
設

災
害
時
に
備
え
、
災
害
物
資
の
備
蓄
や
資
機
材
の
充
実
を

図
る
。

エ
ゾ
シ
カ
農
業
被
害
対
策
と
し
て
栗
山
町
有
害
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
協
議
会
と
連
携
し
、
全
町
を
防
護
柵
で
囲
う
と
と
も
に
エ

ゾ
シ
カ
を
捕
獲
し
、
地
域
資
源
と
し
て
有
効
活
用
す
る
た
め
食
肉

加
工
施
設
を
建
設
し
た
。

予
算
委
員
会
で
は
こ
ん
な

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

食
料
は
賞
味
期
限
が
あ
る
た
め
５
カ
年
計
画
で
備
蓄
予
定
。
総
数

は
１
万
５
千
３
０
０
食
、
１
ヵ
年
当
た
り
約
３
千
食
を
備
蓄
す
る

計
画
。
備
品
は
昨
年
、
計
画
を
見
直
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
５
ヵ

年
で
一
定
の
備
蓄
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

人
が
不
在
に
な
る
期
間
が
多
か
っ
た
の
は
施
設
が
数
度
、
凍
結
し

た
た
め
。
受
入
れ
で
き
な
い
理
由
は
、
首
・
頭
を
打
っ
た
も
の
以

外
に
つ
い
て
は
、
商
品
と
し
て
売
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
た
め
。

シ
カ
の
受
け
入
れ
状
況
は
？

契
約
期
間
満
了
ま
で
や
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
話
は
し
て
い
る
。

も
う
少
し
幅
を
広
げ
て
受
入
れ
出
来
な
い
か
交
渉
し
て
い
る
が
、

ご
本
人
の
経
営
指
針
も
あ
り
相
談
し
な
が
ら
理
解
を
得
た
い
。
４

月
以
降
も
受
け
入
れ
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
話
し
て
い
き
た
い
。

現
在
の
業
者
が
継
続
し
て
管
理
す
る
の
か
？

施
設
の
管
理
委
託
は
ご
く
一
部
を
助
成
す
る
も
の
。
基
本
的
に
増

額
は
し
な
い
。
事
業
が
潤
沢
に
い
く
ま
で
の
数
年
間
は
予
算
を
計

上
し
徐
々
に
減
ら
し
て
い
く
。

業
者
へ
の
助
成
を
増
額
す
る
可
能
性
は
？

学
校
給
食

近
年
、
献
立
内
容
の
充
実
、
安
全
な
食
材
料
の
使
用
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
衛
生
管
理
の
徹
底
、
施
設
・
設
備
の
老

朽
化
、
調
理
機
器
の
更
新
な
ど
多
く
の
課
題
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
25
年
１
月
分
の
食
べ
残
し
は
、
栗
山
小
学
校
17
％
、
角
田
小

学
校
12
・
３
％
、
継
立
小
学
校
14
・
８
％
、
栗
山
中
学
校
20
・
５
％
、

継
立
中
学
校
20
・
９
％
。
小
学
校
平
均
16
・
27
％
、
中
学
校
平
均

20
・
55
％
、
全
体
平
均
18
・
６
％
と
い
う
現
状
。

一
般
的
に
20
％
を
超
え
る
と
文
部
科
学
省
で
定
め
て
い
る
１
人
当

た
り
の
栄
養
摂
取
量
が
心
配
さ
れ
る
状
況
と
な
る
。
残
食
の
少
な

い
メ
ニ
ュ
ー
、
多
い
メ
ニ
ュ
ー
を
分
析
し
、
給
食
の
献
立
に
努
力

を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と
も
必
要

で
あ
り
、
好
き
嫌
い
の
み
で
献
立
を
た
て
ら
れ
な
い
等
の
議
論
も

あ
る
。
学
校
訪
問
や
食
育
活
動
の
中
で
指
導
を
し
て
い
き
た
い
。

栗
の
活
用
事
業

栗
を
地
域
資
源
と
位
置
付
け
、
国
内
最
北
の
栗
の
産
地
化

を
目
指
し
“
ブ
ラ
ン
ド
栗
”
の
生
産
体
制
を
確
立
す
る
。

１
次
産
業
だ
け
で
は
な
く
、
加
工
や
流
通
、
販
売
、
サ
ー

ビ
ス
産
業
の
要
素
を
兼
ね
た
６
次
産
業
化
を
目
指
す
。

学
校
給
食
の
食
べ
残
し
の
状
況
は
？

現
在
、
研
究
段
階
で
あ
り
、
技
術
が
確
立
し
栗
山
町
で
産
業
化
さ

れ
る
ま
で
は
応
援
し
た
い
。
そ
れ
が
３
年
な
の
か
５
年
な
の
か
、

明
確
に
は
お
答
え
で
き
な
い
。
作
付
面
積
は
、
東
山
地
区
３
ha
と

６
件
の
農
家
約
１
ha
。
町
民
に
広
く
開
放
で
き
る
よ
う
に
市
街
地

か
ら
近
い
と
こ
ろ
に
も
栗
山
の
顔
と
な
る
よ
う
に
栗
が
産
地
化
し

た
場
所
を
今
後
検
討
し
た
い
。

補
助
期
間
の
目
安
は
？

エゾシカ食肉加工施設を現地視察（2012.8.10）
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ご
み
の
炭
化
処
理
施
設

『
炭
に
で
き
る
ご
み
』
を
処
理
す
る
炭
化
炉
。
炉
内
を
真
空

に
し
高
熱
で
ご
み
を
炭
化
す
る
こ
と
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

発
生
さ
せ
な
い
な
ど
環
境
面
に
も
配
慮
。
ま
た
、
炭
化
処

理
さ
れ
た
炭
は
融
雪
剤
や
土
壌
改
良
材
な
ど
と
し
て
還
元

さ
れ
る
。
ご
み
を
炭
化
す
る
こ
と
で
既
存
の
埋
め
立
て
処

分
場
の
延
命
も
図
ら
れ
る
。
昨
年
９
月
に
１
号
炉
で
爆
発

事
故
が
発
生
。

金
属
な
ど
の
異
物
の
除
去
、
粒
子
を
細
か
く
す
る
な
ど
改
善
が
必

要
。
異
物
は
現
在
、
パ
レ
ッ
ト
詰
め
の
際
に
作
業
員
が
手
作
業
で

不
適
物
を
取
り
除
き
処
理
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
磁
石
に
よ
り
金

属
類
を
除
去
し
て
い
る
。
現
有
の
袋
詰
め
す
る
機
械
で
は
粒
子
の

調
整
が
で
き
な
い
た
め
、
製
造
メ
ー
カ
ー
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
を

入
れ
て
ど
の
よ
う
な
方
法
が
良
い
か
検
討
し
て
い
る
。

炭
化
物
の
品
質
改
善
は
？

昨
年
実
施
し
た
町
民
施
設
見
学
会
に
お
い
て
も
炭
と
し
て
提
供
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
も
あ
り
、
今
年
４
月
に
一
般
町
民
の
方
へ
特

別
販
売
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
除
湿
剤
、
消
臭
剤
と
し

て
の
活
用
も
検
討
中
で
あ
る
。

融
雪
剤
以
外
の
利
用
方
法
の
検
討
は
？

点
検
以
外
に
製
造
メ
ー
カ
ー
に
も
現
在
の
状
態
で
使
用
可
能
か
確

認
を
し
て
い
る
。
今
回
の
事
故
は
処
理
の
時
に
発
生
し
た
ガ
ス
が

冷
却
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
タ
ー
ル
状
と
な
り
ガ
ス
を
排
出
す
る
管

が
一
瞬
に
し
て
密
閉
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
報
告
を
受
け
て
い

る
。
排
出
管
を
詰
ま
ら
せ
な
い
よ
う
細
か
な
点
検
、
清
掃
を
徹
底

し
て
い
る
た
め
、
現
状
で
使
用
し
て
も
28
年
度
の
炭
化
炉
入
れ
替

え
ま
で
は
稼
動
可
能
と
認
識
し
て
い
る
。

28
年
度
に
炭
化
炉
交
換
予
定
だ
が
？

処
理
時
に
発
生
し
た
ガ
ス
を
完
全
に
排
出
す
る
こ
と
が
事
故
を
防

ぐ
第
一
要
件
と
な
る
。
事
故
後
、
燃
焼
時
間
を
５
時
間
か
ら
７
時

間
に
延
長
し
た
た
め
燃
料
費
が
増
額
と
な
っ
た
。
ま
た
、
管
を
受

け
る
フ
ラ
ン
ジ
を
清
掃
す
る
際
の
パ
ッ
キ
ン
交
換
と
燃
焼
操
炉
前

に
窒
素
ガ
ス
を
打
ち
込
み
、
ガ
ス
を
脱
気
さ
せ
る
回
数
が
増
え
た

た
め
、
消
耗
器
材
費
が
増
額
と
な
っ
た
。

消
耗
器
材
費
と
燃
料
費
増
の
理
由
は
？

ご
み
質
、
ご
み
の
詰
め
方
、
温
度
な
ど
に
よ
っ
て
処
理
時
間
が
変

わ
る
た
め
、
定
期
点
検
時
に
デ
ー
タ
を
分
析
し
な
が
ら
今
回
の
約

５
０
０
万
円
の
増
が
恒
常
的
に
な
ら
な
い
よ
う
努
力
す
る
。

経
費
増
は
恒
常
的
な
も
の
か
？

事故後の炭化処理施設を現地視察（2012.11.16）

採
決
前
の
討
論
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賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
可
決

（
賛
成
９
人
反
対
１
人
）

重
山
委
員　

後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
関
す
る
全
て
の
会

計
予
算
に
反
対
。
理
事
者
の

海
外
先
進
地
視
察
の
旅
費

60
万
円
お
よ
び
通
訳
手
数
料

50
万
円
ほ
か
同
行
職
員
２
人

の
旅
費
な
ど
緊
急
性
、
必
要

性
が
無
く
町
民
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
。
職
員
の
業
務
量

調
査
の
シ
ス
テ
ム
使
用
料
で

は
行
政
の
仕
事
は
数
字
で
単

純
に
表
せ
な
い
。
正
確
性
に

か
け
、
職
員
の
仕
事
を
増
や

す
も
の
。
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
で
は
本
町
の
１
人
当
た

り
の
給
付
費
は
下
が
っ
て
い

る
が
保
険
料
の
引
き
下
げ
に

反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
市
町

村
が
納
め
る
均
等
割
一
律
10

％
は
負
担
が
重
い
。
制
度
そ

の
も
の
を
廃
止
す
る
べ
き
。

採
決

友
成
委
員　

予
算
案
を
反

対
、
否
決
す
る
と
町
長
が

住
民
に
対
し
て
予
算
の
執
行

が
で
き
な
く
な
る
。
議
員
の

英
知
で
予
算
案
の
修
正
を
講

じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
町
の
予
算
は
住
民
に
直

接
左
右
す
る
も
の
で
後
年
度

に
影
響
す
る
た
め
長
期
的
な

観
点
か
ら
編
成
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
真
に
住
民
に

調
和
で
均
等
の
と
れ
た
予
算

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
予

算
編
成
に
当
た
っ
て
は
町
長

を
中
心
に
し
て
職
員
一
丸
と

な
っ
て
社
会
情
勢
、
財
政
事

情
な
ど
徹
底
的
に
討
議
を
し

た
結
晶
で
あ
る
。
既
存
の
財

産
や
人
材
を
有
効
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

反
対

賛
成
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追加した主な事業

楢
﨑
議
員　

栗
山
の
特
産
品

と
併
せ
て
広
報
誌
や
ま
ち
の

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
も
同
封
で
き

な
い
か
？

経
営
企
画
課
長　

平
成
24

年
度
の
新
規
事
業
と
し
て

当
初
10
件
を
見
込
み
ま
し
た

が
１
２
５
件
の
実
績
が
あ
っ

た
。
新
年
度
の
中
で
対
応
し

た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
者
記

念
品

　

３
期
12
年
間
公
平
委
員
会

委
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
佐
藤
倶
子
氏
が
３
月
24

日
を
以
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
こ
と
か
ら
後
任
と
し
て
、

坂
口
由
紀
子
氏
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

意
見
書

人
事
案
件

￥一般会計補正予算案を可決
国の経済対策や職員手当に不足が生じたため、総額
78 億６６９３万円の補正予算案を可決しました。

事業名 補正額

ふるさと納税者記念品の追加 33 万円

職員手当（時間外手当）の追加 5579 万円

農業体質強化基盤整備工事（国の補正予算） 1 億 9512 万円

松栄団地新築工事（国の補正予算） １億 9820 万円

楢
﨑
議
員　

特
定
の
担
当
課

や
人
が
働
き
す
ぎ
て
い
な
い

か
？

総
務
課
長　

追
加
の
主
な
要

因
は
自
治
基
本
条
例
の
策
定

作
業
、
農
業
関
係
で
の
会
計

検
査
院
の
対
応
、除
雪
作
業
、

派
遣
職
員
の
時
間
外
追
加
に

よ
る
も
の
。

職
員
手
当
（
時
間
外

手
当
）

楢

﨑

議

員　

当

初

予

算

２
３
０
０
万
円
は
努
力
目
標

の
額
か
？

総
務
課
長　

基
本
的
に
は
給

料
の
６
％
を
当
初
予
算
に
計

上
し
て
い
る
。
時
間
外
業
務

を
減
ら
す
た
め
に
大
課
制
、

グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
て
解

消
す
る
努
力
は
し
て
い
る
。

業
務
が
多
岐
に
わ
た
り
職
員

の
負
担
も
増
え
て
い
る
の
が

現
状
。
現
在
、
実
施
し
て
い

る
業
務
量
調
査
に
よ
り
時
代

に
即
し
た
組
織
機
構
の
見
直

し
を
し
て
い
き
た
い
。

関
係
省
庁
へ
提
出
し

ま
し
た

地
方
財
政
対
策
に
関
す

る
意
見
書

【
要
旨
】
地
方
と
の
十
分
な

協
議
を
経
な
い
ま
ま
で
、
国

の
政
策
を
地
方
に
一
方
的
に

押
し
つ
け
る
た
め
に
、
地
方

固
有
の
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
を
削
減
し
た
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
国
と
地
方
の
信

頼
関
係
を
大
き
く
損
な
う
非

常
に
理
不
尽
な
措
置
で
、
極

め
て
遺
憾
で
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
よ
っ
て
、
国

は
、
今
回
の
よ
う
な
措
置
を

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う

に
強
く
要
望
す
る
。

【
要
旨
】
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の

参
加
表
明
が
行
わ
れ
た
こ
と

は
、
極
め
て
遺
憾
で
、
到
底

受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
政
府
試
算
に
よ
る
影
響

額
が
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
内

容
か
ら
見
て
、
北
海
道
に
お

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
交
渉
参
加

に
関
す
る
意
見
書

【
要
旨
】
戦
後
、
治
安
維
持

法
は
、
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
を
受
諾
し
た
こ
と
に
よ

り
、
政
治
的
自
由
の
弾
圧
と

人
道
に
対
す
る
悪
法
と
し
て

廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に

よ
っ
て
処
罰
さ
れ
た
人
々
は

無
罪
と
さ
れ
た
が
政
府
は
謝

罪
も
賠
償
も
し
て
い
な
い
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に

お
い
て
は
、
同
じ
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
立
場
か
ら
、「
治

安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償

法
（
仮
称
）」
を
制
定
し
、

犠
牲
者
に
対
し
て
一
日
も
早

く
謝
罪
と
賠
償
を
行
う
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国

家
賠
償
法
（
仮
称
）
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書

け
る
一
次
産
業
を
中
心
と
し

た
地
域
経
済
が
最
も
負
の
影

響
を
被
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

参
加
を
白
紙
に
戻
し
、
政
府

試
算
や
そ
の
他
の
情
報
開
示

を
基
に
し
た
農
業
者
、
商
工

業
者
、
消
費
者
な
ど
国
民
各

層
の
意
見
を
十
分
に
聞
い
た

上
で
国
民
議
論
を
尽
く
す
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
。

ふるさと特産品の中でも人気が
高い町内産の新米セット

くりやまぎかいだより№ 135

質

疑

栗山町北学田
　坂口由紀子氏
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条
　
例

そ
の
他

▼
24
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

▼
24
年
度
北
海
道
介
護
福
祉

学
校
特
別
会
計
補
正
予
算

▼
24
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

▼
24
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

広報広聴常任委員会を新設（議会提案）
継立保育所民営化案（産業福祉常任委員会付託）

▼
24
年
度
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画

の
一
部
変
更

▼
25
年
度
土
地
開
発
公
社
予

算
の
報
告

▼
25
年
度
一
般
財
団
法
人
栗

山
町
農
業
振
興
公
社
事
業
計

画
の
報
告

こいのぼり製作～継立保育所（2012.4.19）

くりやまぎかいだより№ 135

▼
継
立
保
育
所
民
営
化
案

行
財
政
改
革
、
将
来
的
な
行

政
の
ス
リ
ム
化
な
ど
を
目
的

に
民
営
化
を
実
施
す
る
も
の

【
産
業
福
祉
常
任
委
員
会
に

付
託
し
審
議
】

▼
栗
山
町
高
齢
者
介
護
福
祉

金
支
給
要
件
の
見
直
し

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
お
よ
び
特
定
施
設
入
所
者

介
護
を
受
け
て
い
な
い
者
な

ど
を
追
加
。
前
年
の
収
入
額

を
80
万
円
以
下
に
緩
和
。
介

護
福
祉
金
の
額
を
１
人
月
額

２
千
５
０
０
円
に
改
正
。

▼
職
員
の
給
与
、
通
勤
手
当

の
削
減
を
延
長

職
員
給
与
の
削
減
項
目
の
う

ち
、
住
居
手
当
、
管
理
職
手

当
、
通
勤
手
当
の
削
減
期
間

を
１
年
間
延
長
し
、
期
末
手

当
に
係
る
役
職
加
算
の
凍
結

も
、
３
年
間
延
長
。

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

本
部
の
設
置
を
義
務
付
け

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
、

全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延

の
恐
れ
の
あ
る
新
感
染
症
へ

の
対
策
強
化
を
図
る
。

▼
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

の
題
目
が
「
障
害
者
の
日

常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

律
」
に
変
更

本
条
例
で
引
用
し
て
い
る
法

律
の
題
名
を
改
正
。

▼
債
権
管
理
の
適
正
化

町
が
保
有
す
る
債
権
管
理
の

適
正
化
を
図
り
、
合
理
的
か

つ
実
効
的
な
債
権
回
収
を
目

指
す
。

▼
栗
山
町
子
育
て
支
援
基
金

を
廃
止

国
の
「
住
民
生
活
に
光
を
注

ぐ
交
付
金
」
を
基
金
化
し
た

も
の
で
、
平
成
24
年
度
中
に

全
額
を
事
業
に
充
当
す
る
こ

と
か
ら
廃
止
。

▼
難
病
患
者
等
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
事
業
を
廃
止

障
害
者
自
立
支
援
法
に
お
け

る
障
害
者
の
範
囲
が
拡
大
さ

れ
、
難
病
患
者
な
ど
が
加
え

ら
れ
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
可
能
と
な
り
廃
止
。

▼
太
陽
光
発
電
設
備
等
及
び

津
波
避
難
施
設
の
設
備
を
占

用
許
可
対
象
物
件
に

設
備
、
施
設
の
設
置
要
望
が

あ
る
こ
と
か
ら
占
用
許
可
対

象
物
件
と
し
て
追
加
し
町
道

の
占
用
料
を
国
道
及
び
道
道

の
占
用
料
と
同
額
に
。

▼
地
域
主
権
改
革
一
括
法
の

施
行
に
伴
い
条
例
委
任
さ
れ

た
各
種
基
準
を
定
め
る
。

▼
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
を

新
設

議
会
広
報
の
よ
り
一
層
の
充

実
と
、
既
存
の
広
聴
活
動
の

さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
た

め
、
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

を
新
た
に
設
置
。【
議
員
提

案
】
提
出
者
：
置
田
武
司
、

賛
成
者
：
大
西
勝
博
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議　件　名

採
決
結
果

八
木
橋
義
則

友
成 

克
司

大
井 

賢
治

三
田 

源
幸

小

寺  

進

置
田
武
司

大
平
逸
男

藤
本 

光
行

楢
崎
忠
彦

置
田
武
司

重
山
雅
世

鵜
川
和
彦

25 年度一般会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―

25 年度国民健康保険特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―

25 年度後期高齢者医療特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―

可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　

栗山町議会は、議員の活動に対して町民の評価が的確になされるよう情報の提供に
努めるため、議案などに対する各議員の態度を公表しています。

賛
否
の
公
表

※鵜川和彦議員は議長のため採決に加わっていません。
※掲載されていない議案はすべて全員賛成

解説

第１回臨時会（2月 14日）

【質　疑】
重山議員　過去の福祉灯油の実績は？
住民福祉課長　平成 19 年度が 167 件、平成 20
年度が 116 件。

重山議員　助成の対象者は？
住民福祉課長　70 歳以上の高齢者のみ世帯、障
害者のいる世帯、ひとり親家庭世帯、町民税非

課税世帯。120 世帯程度。

重山議員　現状把握の中での対応か？
住民福祉課長　８月に灯油価格が１ℓ当たり 79
円だったものが年明け１月には 97 円にまで値上

がりしたため早急な対応が必要と判断した。

■行政報告
道央地域ごみ処理広域化推進協議会
平成 25 年度の業務計画案及び予算案等が決定

①事業実施主体となる「一部事務組合」の設立準
　備に当たる。
②広域のごみ処理基本計画及び基本方針策定に向
　け、素案検討を行う。
③当面のごみ焼却処理施設建設用地の適地選定の
　ための準備作業に着手すること。
④本年４月１日に千歳市環境センター内に事務局
　を設置する。
⑤協議会の平成２５年度予算を９００万円とする
　もので、構成自治体からの負担金を充てる。

■ 24 年度一般会計補正予算
・低所得者層の灯油購入費を助成　120 万円
・大雪による除雪費の追加　5078 万円
・栗山小学校の暖房送風機の故障　１８８万円
■ 24 年度介護保険特別会計補正予算
・介護予防住宅改修費の追加６５万円
・高齢者短期宿泊事業費の追加５５万円
※いずれも全員賛成

灯油の高騰は日常生活に与える影響が大きい

賛否の公表
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重
山
委
員　

自
治
基
本
条
例

の
策
定
に
際
し
住
民
の
機
は

熟
し
て
い
る
と
認
識
か
？

町
長　

町
民
、
関
係
団
体
と

数
回
の
会
議
を
開
き
意
見
を

聞
い
た
中
で
は
そ
う
い
う
時

期
が
来
て
い
る
と
い
う
意
見

が
多
か
っ
た
。
理
解
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。

質

疑

栗
山
町
自
治
基
本

条
例

重
山
委
員　

く
り
や
ま
の
自

治
基
本
条
例
を
つ
く
る
会
と

の
議
論
で
は
住
民
投
票
制
度

に
つ
い
て
は
意
見
が
ま
と
ま

ら
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る

が
？

経
営
企
画
課
長　

く
り
や
ま

の
自
治
基
本
条
例
を
つ
く
る

会
か
ら
は
下
駄
を
預
け
ら
れ

た
形
と
な
り
ま
し
た
が
、
情

報
共
有
と
町
民
参
加
の
過
程

を
大
事
に
し
な
が
ら
物
事
が

決
ま
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
恒

常
的
な
制
度
と
し
て
設
け
る

べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え

方
の
も
と
個
別
設
置
型
と
し

て
提
案
し
て
い
る
。

友
成
委
員　

住
民
の
関
心
を

積
極
的
に
高
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
？

町
長　

住
民
全
員
が
理
解
を

し
て
い
る
と
は
思
わ
な
い

が
、
か
な
り
の
時
間
を
か
け

な
が
ら
住
民
や
各
団
体
か
ら

の
意
見
を
聞
き
、
く
り
や
ま

の
自
治
基
本
条
例
を
つ
く
る

会
も
設
置
さ
れ
50
回
も
の
論

議
を
し
な
が
ら
、
会
自
ら
も

住
民
懇
談
会
を
開
き
作
り
上

げ
て
い
た
だ
い
た
。
あ
と
は

議
会
が
ど
の
程
度
報
告
会
の

中
で
住
民
の
声
を
聞
い
た
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
田
委
員　

行
政
側
の
町
民

懇
談
会
の
参
加
人
数
は
？

経
営
企
画
課
長　

行
政
側
の

懇
談
会
は
11
月
に
12
回
開
催

し
３
３
６
人
の
参
加
。
全
戸

ア
ン
ケ
ー
ト
は
２
千
７
０
０

件
程
度
回
収
し
、
全
世
帯
の

４
割
を
超
え
る
参
加
。
４
月

に
は
啓
発
用
の
冊
子
も
全
戸

配
布
を
予
定
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
周
知
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

付託議件審査

月　日 内　容

12 月 20 日 行政側より提案
（学校統合調査特別委員会付託）

1 月 8 日 審議方法協議

1 月 17 日 行政側より資料説明、質疑

２月 13 日 行政側より資料説明、質疑

２月 27 日
議会報告会

（角田改善センター・南部公民館・カ
ルチャープラザ Eki）

3 月 6 日 討論・採決

栗山中学校と継立中学校を統合まちの景観づくりをルール化

月　日 内　容

12 月 20 日 行政側より提案
（産業福祉常任委員会付託）

1 月 8 日 審議方法協議

1 月 18 日 行政側より資料説明、質疑

２月 6 日 行政側より資料説明、質疑

２月 27 日
議会報告会

（角田改善センター・南部公民館・カ
ルチャープラザ Eki）

3 月 6 日 自由討議・討論・採決

将来のまちづくりをルール化

月　日 内　容

12 月 20 日 行政側より提案
（自治基本条例等審査特別委員会付託）

1 月 8 日 審議方法協議

1 月 15 日 専門的知見の活用
（北海学園大学法学部神原勝教授）

２月５日 行政側より資料説明、質疑

２月 27 日
議会報告会

（角田改善センター・南部公民館・カ
ルチャープラザ Eki）

3 月 1 日 行政側より資料説明、質疑・自由討議

3 月 6 日 討論・採決

町民と議会と行政の役割を明確化

上記４件の付託議件は全て全員賛成により
可決しました。

月　日 内　容

12 月 20 日 行政側より提案
（自治基本条例等審査特別委員会付託）

1 月 8 日 審議方法協議

1 月 15 日 専門的知見の活用
（北海学園大学法学部神原勝教授）

２月５日 行政側より資料説明、質疑

２月 13 日 公聴会の公述人決定

２月 19 日 公聴会

２月 27 日
議会報告会

（角田改善センター・南部公民館・カ
ルチャープラザ Eki）

3 月 1 日 行政側より資料説明、質疑・自由討議

3 月 6 日 討論・採決

○栗山町総合計画の策定と運用に関する条例○栗山町自治基本条例

○栗山町立学校設置条例の改正○栗山町景観条例
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３月定例会　一般質問

経
済
対
策

該当事業費３億９１７万７千円

  国からの補正予算の活用を

議　

員　

昨
年
、
国
の
政
権

が
変
わ
り
大
き
く
政
策
も
見

直
さ
れ
、
国
の
大
型
補
正
予

算
が
２
月
下
旬
に
可
決
さ

れ
た
。
北
海
道
開
発
予
算
の

４
７
７
０
億
円
を
始
め
、
公

共
事
業
の
拡
充
や
農
水
省
関

連
事
業
、
ま
た
社
会
保
障
、

雇
用
、
企
業
支
援
な
ど
、
大

型
補
正
予
算
が
組
ま
れ
て
い

る
。

　

本
町
と
し
て
も
、
第
５
次

総
合
計
画
を
中
心
に
、
予
算

計
上
が
で
き
う
る
も
の
が
な

い
か
を
調
査
し
、
照
ら
し
合

わ
せ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　

町
財
政
も
厳
し
い
折
、
国

か
ら
の
地
方
予
算
の
活
用
取

り
込
み
に
向
け
て
町
長
の
考

え
は
。

町　

長　

国
の
平
成
24
年
度

補
正
予
算
は
、
金
融
政
策
、

財
政
政
策
及
び
成
長
戦
略
の

３
本
の
矢
で
デ
フ
レ
を
克
服

し
、
国
民
の
雇
用
や
所
得
の

拡
大
を
目
指
す
と
い
う
、
新

政
権
下
に
お
け
る
経
済
再
生

対
策
の
第
一
弾
と
し
て
実
施

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

本
町
の
該
当
事
業
は
、
公

営
住
宅
整
備
事
業
や
道
営
基

盤
整
備
事
業
、
地
域
の
元
気

臨
時
交
付
金
事
業
な
ど
で
、

総
額
３
億
９
１
７
万
７
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
随
時
実
施
さ
れ
る

国
の
施
策
等
の
活
用
を
図
り

な
が
ら
、
第
５
次
総
合
計
画

の
推
進
と
経
済
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

シカ被害が激減した防護フェンス

議　

員　

昨
年
度
実
施
さ
れ

た
シ
カ
防
護
柵
事
業
の
効
果

は
、
大
変
す
ば
ら
し
い
実
績

が
現
れ
て
い
る
。
フ
ェ
ン
ス

に
よ
っ
て
山
林
と
畑
地
を
遮

断
し
、
野
生
シ
カ
の
侵
入
を

防
ぎ
、
畑
地
の
被
害
を
防
止

し
て
い
る
。

　

シ
カ
は
山
林
で
繁
殖
し
続

け
、
そ
の
数
を
増
や
し
つ
つ

畑
へ
の
進
入
の
機
会
を
ね

ら
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
防

護
フ
ェ
ン
ス
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町　

長　

平
成
23
年
度
に
設

置
し
た
シ
カ
防
護
フ
ェ
ン
ス

は
、
総
延
長
９
４
・
４
㎞
総

額
１
億
６
５
３
０
万
円
を
か

け
、
農
業
者
の
自
力
施
工
で

設
置
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ン
ス
設
置
後
は
シ

カ
被
害
も
激
減
し
、
そ
の

効
果
は
絶
大
で
す
。
昨
年

は
、
防
護
フ
ェ
ン
ス
が
豪
雪

被
害
に
見
舞
わ
れ
、
修
繕
費

に
は
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
か
ら

３
０
０
万
円
の
支
援
を
受

け
、
１
千
３
６
３
万
１
千
円

を
か
け
、
各
地
域
の
農
業
者

で
構
成
す
る
エ
ゾ
シ
カ
防
護

柵
管
理
組
合
の
協
力
の
下
、

終
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
維
持
管
理
は
、
各

地
域
の
エ
ゾ
シ
カ
防
護
柵
管

理
組
合
が
行
い
、
費
用
は
中

山
間
地
域
等
推
進
協
議
会
よ

り
毎
年
約
５
千
万
円
を
栗
山

町
農
業
振
興
公
社
が
受
け
、

農
業
振
興
事
業
の
中
に
維
持

管
理
費
用
２
千
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

大井賢治 議員

シカ対策

維
持
管
理
費
用
に
２
千
万
円

シ
カ
防
護
フ
ェ
ン
ス
の
維
持
管
理
は

景気回復につながる施策が望まれる

くりやまぎかいだより№ 135
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Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

公
営
住
宅

  高齢者向け住宅の必要性は

町としての支援は考えていない

議　

員　

松
栄
団
地
解
体
お

よ
び
新
築
工
事
は
、
平
成
20

年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
６
年

間
で
１
１
４
戸
が
完
成
す

る
。

　

全
町
的
に
公
営
住
宅
入
居

者
の
高
齢
化
が
進
み
、
栗
山

町
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合

活
用
計
画
の
目
標
で
は
、
管

理
戸
数
を
７
５
０
戸
と
し
て

る
が
、
現
在
も
変
更
が
な
い

の
か
。

　

ま
た
、
今
後
建
設
さ
れ
る

公
営
住
宅
は
オ
ー
ル
電
化
住

宅
と
な
る
の
か
。

　

増
え
続
け
る
高
齢
者
世
帯

の
う
ち
、
過
半
数
を
単
身
世

帯
・
夫
婦
世
帯
が
占
め
て
い

八木橋義則 議員

る
。
特
に
単
身
世
帯
の
割
合

は
上
昇
し
、
２
０
３
０
年
に

は
37
・
７
％
を
占
め
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
夫
婦
や
２
、

３
世
代
世
帯
で
暮
ら
す
人
と

比
べ
る
と
、
健
康
面
や
孤
独

感
、
家
計
面
の
悩
み
を
抱
え

る
人
が
多
く
、
地
域
社
会
と

の
関
わ
り
を
深
め
て
い
く
取

り
組
み
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
高
齢
者
世
帯
の

急
増
や
家
族
構
成
の
変
化
な

ど
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
に
適

し
た
住
宅
は
絶
対
的
に
不
足

し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
の
整
備
・

拡
充
は
不
可
欠
と
考
え
る
が

町
長
の
見
解
は
。

町　

長　

公
営
住
宅
は
、
平

成
25
年
度
に
松
栄
団
地
、
ポ

プ
ラ
団
地
、
ど
う
え
い
団
地

の
一
部
、
合
わ
せ
て
20
戸
の

建
て
替
え
を
予
定
し
、
平
成

26
年
度
に
は
、
ど
う
え
い
団

地
16
戸
の
建
て
替
え
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合

活
用
計
画
で
は
、
平
成
26
年

度
の
目
標
と
し
て
７
５
０
戸

と
し
て
お
り
、
計
画
ど
お
り

建
替
え
を
進
め
る
と
、
平
成

昨年、完成した松栄団地を産業福祉常任委員会で現地視察

26
年
度
末
に
は
７
５
７
戸
と

な
る
予
定
で
す
。

　

オ
ー
ル
電
化
住
宅
は
、
平

成
13
年
建
築
の
継
立
団
地
、

平
成
15
年
建
築
の
角
田
団

地
、
平
成
20
年
か
ら
建
て
替

え
中
の
松
栄
団
地
で
導
入
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
建
設
予

定
の
公
営
住
宅
も
オ
ー
ル
電

化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
町
の
高
齢
者
向
け
施
設

は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

老
人
保
健
施
設
、
認
知
症
対

応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
特

定
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
が
あ
り
、
平
成
26
年
か

ら
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福

祉
施
設
の
整
備
と
、
特
定
施

設
の
増
床
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
に
適
し
た
住
宅
整

備
は
必
要
で
す
が
、
国
が

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
の
整
備
へ
の
支
援
を
民

間
事
業
所
に
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
町
と
し
て
の
支
援

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議会中継をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。
http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/gikai/index.html

くりやまぎかいだより№ 135
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３月定例会　一般質問

社
会
保
障

影響を検証し要望する

  生活保護基準引き下げの影響は

議　

員　

政
府
は
生
活
保
護

費
を
３
年
で
７
４
０
億
円

（
７
・
３
％
）
を
カ
ッ
ト
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
生
活
保
護

費
の
基
準
額
引
き
下
げ
は
受

給
者
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
最
低
賃
金
の
引
き
下
げ

や
地
方
税
、
保
育
料
、
介
護

保
険
料
等
の
負
担
が
増
え
、

就
学
援
助
が
打
ち
切
ら
れ
る

子
育
て
世
帯
が
生
ま
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
①
国
に
対
し
て

生
活
扶
助
基
準
額
の
引
き
下

げ
や
生
活
保
護
削
減
を
行
わ

な
い
よ
う
求
め
て
は
。
②
国

が
削
減
を
強
行
し
た
場
合
、

町
民
生
活
に
悪
影
響
を
生
じ

な
い
よ
う
な
措
置
は
。

町　

長　

国
は
、
本
年
８

月
か
ら
生
活
保
護
基
準
の

引
き
下
げ
を
検
討
し
て
い
ま

す
が
、
厚
生
労
働
省
で
は
生

活
扶
助
基
準
の
見
直
し
に
伴

い
、
他
の
制
度
に
影
響
が
及

ば
な
い
よ
う
に
対
応
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
削
減
等
に
よ
る
影

響
を
検
証
し
、
町
村
会
な
ど

を
通
じ
て
要
望
し
ま
す
。

議　

員　

昨
年
８
月
に
可
決

さ
れ
た
「
子
ど
も
・
子
育
て

新
シ
ス
テ
ム
」
は
子
ど
も
の

発
達
を
保
障
す
る
保
育
が

で
き
な
く
な
る
危
険
性
が
あ

る
。

①
保
育
の
公
的
責
任
の
後
退

②
保
育
の
時
間
認
定
で
バ
ラ

バ
ラ
保
育
③
保
育
料
の
負
担

増
④
保
育
所
施
設
整
備
補

助
金
が
廃
止
さ
れ
る
⑤
保
育

基
準
、
保
育
条
件
に
格
差
⑥

施
設
の
経
営
の
不
安
定
化
が

懸
念
さ
れ
る
が
町
長
の
認
識

は
。

　

ま
た
、
保
育
現
場
の
声
を

反
映
さ
せ
て
国
に
問
題
点
を

た
だ
す
と
と
も
に
、
保
護
者

や
保
育
士
、
保
育
園
長
な
ど

の
参
加
に
よ
り
地
方
版
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
を
設
置
し

て
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
事

業
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

町　

長　

①
町
が
利
用
調
整

を
行
う
た
め
、
町
の
責
任
が

後
退
す
る
こ
と
は
な
い
。
②

短
時
間
利
用
に
よ
り
、
低
額

な
保
育
料
で
保
育
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
月
単

位
で
認
定
す
る
こ
と
で
混
乱

は
生
じ
な
い
。
③
保
育
料
は

現
行
の
負
担
水
準
を
勘
案
し

て
町
が
定
め
る
た
め
、
大
き

な
負
担
増
に
な
ら
な
い
。
④

保
育
所
の
設
置
は
、
新
設
だ

け
で
な
く
賃
貸
な
ど
も
考
え

ら
れ
、
現
行
の
補
助
水
準
が

維
持
さ
れ
る
方
針
で
す
。
⑤

市
町
村
が
保
育
の
実
施
義
務

を
担
う
た
め
、
格
差
は
生
じ

な
い
。
⑥
不
適
切
運
営
に
は

道
が
指
導
監
督
を
行
う
た

め
、
著
し
い
経
営
不
安
定
は

な
い
。

　

平
成
26
年
に
「
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
を
設
置
し
、

保
護
者
や
保
育
士
、
経
営
者

の
皆
さ
ん
と
十
分
な
議
論
を

重
ね
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
計
画
の
策
定
に
向
け
協
議

を
進
め
ま
す
。

重山雅世 議員

少子化対策

「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設
置

子
ど
も
・
子
育
て
制
度
は

議　

員　

消
防
救
急
デ
ジ
タ

ル
無
線
化
と
防
災
計
画
・
備

蓄
計
画
の
見
直
し
内
容
は
。

　

福
祉
避
難
所
の
指
定
に
向

け
関
係
団
体
と
の
協
議
は
。

町　

長　

平
成
28
年
５
月
末

ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
移

行
す
る
た
め
、
整
備
工
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
計
画
は
避
難
所
の
再

設
定
や
福
祉
避
難
所
の
設
置

な
ど
平
成
25
年
度
に
見
直
し

備
蓄
計
画
は
期
間
を
10
年
か

ら
５
年
に
短
縮
し
ま
す
。

　

福
祉
避
難
所
の
協
議
は
平

成
25
年
度
末
の
設
置
を
考
え

て
い
ま
す
。

2012 年 12 月の全国の生活保護受給者数、
受給世帯数ともに過去最多を更新

生活保護受給者数の推移

（年度）

こ
う
い
う
質
問
も
し
ま

し
た
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Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

教
育
環
境

  教育環境の充実を

研修事業は３つの柱で推進

議　

員　

教
育
行
政
執
行
方

針
に
お
い
て
、
充
実
さ
せ
た

い
６
つ
の
教
育
環
境
な
ど
と

し
て
教
職
員
の
実
践
的
な
力

量
の
向
上
の
中
で
、
常
に
学

び
続
け
広
く
社
会
か
ら
信
頼

さ
れ
る
教
師
が
不
可
欠
で
、

教
師
は
最
大
の
教
育
環
境
で

あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

栗
山
町
教
育
振
興
会
の
研

修
事
業
や
子
供
の
学
力
向
上

委
員
会
の
取
り
組
み
内
容
、

空
知
教
育
セ
ン
タ
ー
組
合
の

活
用
と
参
加
率
は
。

教
育
長　

教
育
振
興
会
の
研

修
事
業
は
３
つ
の
柱
で
推
進

し
、
１
つ
は
栗
山
町
の
教
職

員
が
教
科
や
領
域
ご
と
に
部

会
を
組
織
し
て
行
う
専
門
部

会
研
修
で
す
。
２
つ
目
は
主

に
児
童
生
徒
の
発
表
を
伴
う

事
業
。
３
つ
目
は
、
各
校
持

ち
回
り
で
授
業
を
公
開
し
、

本
町
教
職
員
全
員
が
授
業
研

究
に
参
加
す
る
教
育
振
興
会

指
定
公
開
研
究
会
で
す
。

　

子
ど
も
の
学
力
向
上
委
員

会
は
、
標
準
学
力
検
査
な
ど

の
結
果
を
分
析
・
考
察
し
、

子
ど
も
た
ち
の
学
力
や
学
習

状
況
を
把
握
し
、
授
業
改
善

を
図
り
、
家
庭
や
地
域
と
連

携
し
「
家
庭
教
育
・
子
育
て

10
選
」
や
「
生
活
リ
ズ
ム

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
作
成

し
て
き
ま
し
た
。

　

空
知
教
育
セ
ン
タ
ー
は
滝

川
市
に
あ
り
、
空
知
管
内
の

市
町
が
費
用
を
負
担
し
て
、

組
合
立
で
運
営
す
る
教
育
研

議　

員　

本
定
例
会
で
中
学

校
の
統
合
に
関
す
る
条
例
の

採
決
が
諮
ら
れ
る
が
、
生
徒

の
登
下
校
の
足
の
確
保
に
つ

い
て
、
多
く
の
保
護
者
の
方

が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
、
町
営
バ
ス
の
運
行

ダ
イ
ヤ
が
変
更
さ
れ
、
登
校

時
間
に
遅
れ
て
し
ま
う
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
冬
は

バ
ス
を
利
用
で
き
る
こ
と
を

願
う
方
は
多
い
と
思
う
が
、

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
町
営
バ
ス
の
料
金
を
中
学

生
も
半
額
と
し
、
利
用
環
境

を
整
え
て
は
。

②
登
校
時
間
に
合
わ
せ
た
運

行
ダ
イ
ヤ
に
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

町　

長　

①
登
下
校
で
町
営

バ
ス
を
利
用
す
る
小
中
学
生

か
ら
は
料
金
を
徴
収
し
て
い

ま
せ
ん
。
登
下
校
以
外
は
、

小
学
生
１
０
０
円
、
中
学
生

２
０
０
円
徴
収
し
ま
す
。

②
町
営
バ
ス
は
、
交
通
弱
者

と
い
わ
れ
る
高
齢
者
等
の
交

通
の
利
便
性
を
図
る
目
的
で

運
行
し
て
い
ま
す
。

　

登
校
時
間
に
合
わ
せ
た
ダ

イ
ヤ
改
正
は
行
う
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

公共交通

ダ
イ
ヤ
改
正
は
行
わ
な
い

登
校
時
間
に
合
わ
せ
た
バ
ス
の
運
行
を

究
施
設
で
、

今
年
度
は

栗
山
の
教

職
員
８
名

が
利
用
し
、

利
用
率
は

９
％
で
す
。

三田源幸 議員

議　

員　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
に
当
た
っ
て
町
民
の
意

見
も
聞
い
て
い
た
だ
き
た

い
。

町　

長　

統
合
を
機
に
地
域

住
民
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
、
町
営
バ
ス
運
行
と
連
携

を
と
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

見
直
し
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
の
利
用
に
配
慮
し
ま
す
。

教職員の資質向上を図ることを目的と
した管内唯一の研修機関

利用者の利便性向上を図られたい
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３月定例会　一般質問

農
業
政
策

農業振興公社による中間保有検討

  農地保全の対策を

議　

員　

農
業
者
誰
も
が
望

ん
で
い
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
の
動
き
が
加
速
さ
れ
よ
う

と
し
て
お
り
、
農
村
地
域
の

自
治
体
に
は
多
大
な
る
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。
栗
山
町
農
業
の
基
盤
で

あ
る
農
地
を
、
今
後
ど
の
よ

う
に
守
り
構
築
し
て
い
く
の

か
。

大西勝博 議員

　

併
せ
て
農
地
の
斡
旋
、
賃

貸
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
農

業
委
員
会
に
、
農
地
の
現
状

と
高
齢
化
に
伴
う
農
地
流
動

化
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

農
業
就
労
者
の
減
少
に
伴

い
、
優
良
農
地
の
荒
廃
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
農
業
振
興
公

社
が
取
り
組
む
担
い
手
育
成

農
業
委
員
会
長　

農
地
の
斡

旋
・
賃
貸
借
に
つ
い
て
、
農

業
委
員
が
所
有
権
移
転
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
農
地

の
出
し
手
は
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
自
ら
耕
作
が
で
き
な
い

方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
農
業
委
員
に
よ
る
ス

ム
ー
ズ
な
調
整
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
農
地
利
用
意
向

調
査
な
ど
を
行
い
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
流
動
化
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

雪解けを待つ栗山の大地

議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して
載せています。
会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています

の
未
来
塾
、
新
規
就
農
者
等

の
受
け
入
れ
は
、
栗
山
農
業

の
未
来
を
託
す
意
味
合
い
か

ら
も
、
積
極
的
に
持
続
性
を

持
っ
た
事
業
展
開
を
推
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

人
が
い
な
く
な
っ
て
は
地

域
も
農
業
も
守
れ
ま
せ
ん
。

現
状
と
近
い
将
来
を
考
え
る

と
、
早
急
な
対
策
必
要
と
考

え
ま
す
。
そ
の
た
め
の
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て
、
町
長
の

見
解
は
。

町　

長　

農
地
保
全
の
対

策
に
つ
い
て
は
①
担
い
手

の
経
営
の
拡
大
②
地
域
連
携

型
法
人
化
③
第
３
者
経
営
継

承
や
新
規
就
農
者
の
育
成
④

企
業
な
ど
の
新
規
参
入
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
平
成
25

年
度
か
ら
農
業
委
員
会
と
連

携
し
、
高
齢
者
の
所
有
農
地

を
出
し
手
と
し
て
ス
ム
ー
ズ

な
移
行
が
可
能
と
な
る
よ
う

「
未
来
へ
引
き
継
ぐ
農
地
」

の
調
査
を
新
た
に
実
施
し
、

実
効
性
の
あ
る
農
地
流
動
化

へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
振
興
公
社
に
よ
る
農

地
の
中
間
保
有
に
つ
い
て
は

長
年
の
検
討
事
項
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
考
え
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
。

　

担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
た
め
に
も
農
業
未
来
塾

や
農
業
女
性
塾
の
充
実
、
若

手
農
業
者
の
自
主
的
な
活
動

へ
の
支
援
な
ど
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
者
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
も
各
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
進
め

ま
す
。
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Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

防
災
対
策

  自主避難所の再点検を

防災計画の見直しに併せ協議

議　

員　

平
成
21
年
「
災
害

は
忘
れ
た
頃
に
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
地
震
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、各
戸
に
配
布
さ
れ
た
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に

あ
た
っ
て
は
、
避
難
の
ル
ー

ル
づ
く
り
が
最
優
先
の
課
題

で
あ
る
。

　

住
民
参
加
の
机
上
模
擬
訓

練
、
防
災
訓
練
を
通
し
て
、

そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
問

題
点
を
反
映
さ
せ
た
現
実

性
、
有
効
性
の
あ
る
地
域
防

災
計
画
に
仕
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

防
災
計
画
見
直
に
当
た

り
、
①
避
難
所
と
広
域
避

難
場
所
の
住
み
分
け
に
つ
い

て
は
行
政
区
域
ご
と
に
施
設

と
場
所
と
い
う
振
り
分
け
に

な
っ
て
い
る
が
、
屋
内
、
屋

外
と
い
う
位
置
づ
け
は
。

②
富
士
、
日
出
地
区
な
ど
避

難
先
ま
で
の
距
離
が
長
か
っ

た
り
、
避
難
先
が
複
数
に
ま

た
が
っ
て
い
る
場
合
は
。

③
災
害
時
備
蓄
の
広
域
化
と

保
管
場
所
の
現
状
、
住
民
周

知
、
広
域
に
よ
る
防
災
体
制

の
取
り
組
み
は
。

町　

長　

①
避
難
所
は
、
避

難
住
民
な
ど
の
収
容
を
目
的

に
屋
内
施
設
18
カ
所
を
指
定

し
、
広
域
避
難
場
所
は
、
住

民
の
安
全
確
保
の
た
め
一
時

的
、
緊
急
的
に
避
難
す
る
場

所
と
し
て
屋
外
施
設
16
カ
所

を
指
定
し
て
い
ま
す
。　

②
防
災
計
画
の
見
直
し
に
併

せ
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
議

を
進
め
、
避
難
、
集
合
で
き

る
場
所
の
設
置
な
ど
を
考
え

て
い
ま
す
。

③
昨
年
11
月
に
南
空
知
４
市

５
町
に
お
い
て
、「
南
空
知

災
害
時
総
合
応
援
に
関
す
る

協
定
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
災
害
時
に
緊
急
避

難
先
の
提
供
や
備
蓄
品
の
提

供
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

保
管
場
所
の
住
民
周
知
に

つ
い
て
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
、
防
災
マ
ッ
プ
な
ど

へ
備
蓄
情
報
な
ど
を
掲
載
し

ま
す
。

議　

員　

高
齢
者
、
障
が
い

者
な
ど
、
災
害
時
自
ら
避
難

で
き
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
そ
の
よ
う
な
方

が
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
を

把
握
し
、
そ
の
援
護
や
避
難

方
法
な
ど
、
具
体
的
な
支
援

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
は
。

町　

長　

町
で
は
本
年
度
、

道
の
補
助
金
を
利
用
し
て
高

齢
者
・
要
援
護
者
等
支
援
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
災
害
弱

者
等
の
情
報
の
一
元
化
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会

や
民
生
委
員
児
童
委
員
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
、
福
祉
施

設
、警
察
署
な
ど
と『（
仮
称
）

栗
山
町
要
援
護
者
対
策
協
議

会
』
を
立
ち
上
げ
、
災
害
発

生
時
に
迅
速
か
つ
的
確
な
避

難
支
援
活
動
を
実
施
す
る
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
構
築

し
て
い
き
ま
す
。

防災対策

シ
ス
テ
ム
導
入
し
情
報
一
元
化

災
害
弱
者
へ
の
対
応
は

楢﨑忠彦 議員

昨年、９月に実施された役場内における総合防災訓練
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３月定例会　一般質問

住
民
参
加

自治基本条例に基づき推進

  声なき声に対する取り組みは

議　

員　

平
成
25
年
度
町
政

執
行
方
針
で
、
栗
山
が
自
律

し
た
地
域
社
会
を
築
き
上
げ

て
い
く
に
は
「
町
民
力
」
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
必
要

と
う
た
っ
て
い
る
。

　

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
住

民
の
総
力
に
よ
る
地
方
自
治

は
大
切
な
こ
と
と
認
識
し
て

い
る
。

　

わ
が
町
で
は
各
町
内
会
や

自
治
会
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

各
種
団
体
等
が
活
発
な
活
動

を
繰
り
広
げ
地
域
活
性
化
の

た
め
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
町
政
に
対
し
て
参

加
が
な
か
な
か
難
し
い
、
あ

ま
り
興
味
が
な
い
住
民
も
少

藤本光行 議員

な
か
ら
ず
い
る
こ
と
も
事
実

だ
と
考
え
る
が
、
町
民
力
の

さ
ら
な
る
充
実
に
む
け
て
、

住
民
の
声
な
き
声
に
対
す
る

考
え
や
取
り
組
み
は
。

町　

長　

こ
れ
ま
で
、
き
め

細
や
か
な
「
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
」、「
自
治
区
構
想
」
や

「
１
０
０
人
委
員
会
」
な
ど
、

町
民
皆
さ
ん
の
町
政
参
加
機

会
の
拡
充
と
意
識
の
醸
成
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
集
大
成
と
な
る
「
栗

山
町
自
治
基
本
条
例
」
が
、

本
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
の
で
、
多
く
の
町
民
皆

さ
ん
が
、
町
政
に
参
加
し
や

す
く
な
る
仕
組
み
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　

住
民
の
声
な
き
声
を
町
政

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
、
非

常
に
難
し
い
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
を
実
現
し
て
こ
そ
地
方

分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
真

の
協
働
社
会
と
成
り
得
る
も

の
で
あ
り
、
常
に
創
意
工
夫

を
重
ね
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

議　

員　

今
年
の
冬
も
年
前

か
ら
断
続
的
に
雪
が
降
り
続

き
積
雪
の
多
い
年
と
な
っ
て

い
る
。
除
雪
に
関
し
て
は
、

町
政
執
行
方
針
の
中
で
主
要

幹
線
や
通
学
路
を
優
先
し
、

迅
速
か
つ
機
動
的
な
除
排
雪

を
行
う
と
述
べ
て
い
る
。

　

栗
山
中
学
校
の
通
学
路
と

し
て
、
町
道
湯
地
継
立
線
や

町
道
朝
日
18
号
線
は
重
要
な

路
線
と
考
え
る
が
、
除
排
雪

の
状
態
は
生
徒
の
安
全
を
考

え
る
と
き
十
分
と
は
思
わ
れ

な
い
が
。

町　

長　

町
で
は
、
降
雪
量

が
概
ね
10
㎝
以
上
の
場
合
、

除
雪
業
務
を
行
っ
て
お
り
、

排
雪
は
道
路
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

除
雪
後
、
一
部
の
心
無

い
業
者
や
住
民
の
方
が
広

く
な
っ
た
道
路
脇
に
雪
を
積

み
上
げ
、
児
童
生
徒
の
登
下

校
や
車
輌
の
通
行
に
支
障
を

及
ぼ
し
て
い
る
路
線
も
あ
る

た
め
、
今
後
も
現
場
を
確
認

し
な
が
ら
除
排
雪
を
行
い
ま

す
。

除雪対策

現
場
を
確
認
し
な
が
ら
実
施

安
全
な
通
学
路
の
確
保
を

町内の全世帯に配布された栗山町
自治基本条例のパンフレット

冬季の通学路の安全確保には地元
住民の協力も必要

くりやまぎかいだより№ 135



17

Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

学
校
給
食

  給食センターの将来像は
センター改築を６次総合計画に

議　

員　

教
育
行
政
執
行
方

針
に
「
学
校
給
食
と
食
育
の

推
進
」を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

家
庭
で
の
基
本
的
生
活
習

慣
形
成
と
子
供
の
学
力
や
体

力
と
が
高
い
相
関
関
係
に
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
学
校
給
食
を
含
め
て
子

供
た
ち
の
食
は
大
切
な
問
題

で
あ
る
と
明
言
し
て
る
。

　

平
成
21
年
12
月
に
給
食
セ

ン
タ
ー
の
調
理
業
務
等
民
間

委
託
が
否
決
さ
れ
、
平
成
23

年
12
月
定
例
会
で
給
食
セ
ン

タ
ー
の
将
来
像
に
つ
い
て
一

般
質
問
を
し
ま
し
た
。

友成克司 議員

　

そ
の
折
、「
将
来
像
の
構

築
に
つ
い
て
は
、
由
仁
町

と
の
連
携
を
協
議
し
て
い
ま

す
。」
と
答
弁
さ
れ
て
い
ま

す
。
教
育
行
政
執
行
方
針
の

中
に
も
「
広
域
に
よ
る
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
の

検
討
」
も
引
き
続
き
進
め
て

ま
い
り
ま
す
と
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
民
間
企
業
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
経
営
能
力
、
技

術
な
ど
は
、
抱
い
て
い
る
感

覚
よ
り
数
段
勝
っ
て
お
り
、

一
部
の
市
町
村
で
は
民
間
委

託
を
行
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

①
否
決
以
来
、
調
理
部
門
の

業
務
に
関
し
、
支
障
が
生
じ

て
い
な
い
か
。

②
広
域
に
よ
る
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
在
り
方
の
検
討
に

つ
い
て
の
進
捗
状
況
と
将
来

像
は
。

教
育
長　

①
現
在
、
調
理
業

務
に
は
正
職
員
４
人
と
臨
時

職
員
７
人
の
合
計
11
人
が
あ

た
り
、
学
校
給
食
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

数
年
の
う
ち
に
は
、
経
験

豊
か
な
正
職
員
が
定
年
退
職

を
迎
え
、
臨
時
職
員
の
確
保

築 20 年を超え老朽化が進む給食センター

に
も
万
全
を
期
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
学
校
給
食
に

携
わ
る
高
い
資
質
の
人
材
確

保
が
大
き
な
課
題
で
す
。

②
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

３
年
建
設
以
来
20
年
を
超

え
、
近
年
は
毎
年
の
よ
う
に

突
発
的
な
修
繕
が
発
生
し
維

持
補
修
費
が
か
さ
み
、
加
え

て
、
衛
生
管
理
基
準
へ
の
対

応
に
も
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

由
仁
町
で
も
本
町
と
同
様

な
状
況
に
あ
る
と
伺
っ
て
お

り
、
老
朽
化
に
併
せ
、
学
校

給
食
法
に
お
け
る
衛
生
管
理

基
準
等
へ
の
対
応
か
ら
も
施

設
の
適
正
な
整
備
が
必
要
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、広
域
連
携
と
し
て
、

由
仁
町
と
事
務
レ
ベ
ル
で
給

食
部
会
を
設
置
し
、
施
設
整

備
に
関
す
る
建
設
費
や
運
営

費
な
ど
財
政
面
に
つ
い
て
、

単
独
の
場
合
と
２
町
共
同
の

場
合
と
を
比
較
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改

築
に
あ
た
っ
て
は
、
広
く
町

民
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
、

第
６
次
総
合
計
画
に
盛
り
込

む
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。

一般質問をする議員数により 2日間になることもあります。定例会の日程は、電
話でのお問い合わせにもお答えしているほか、ホームページにも掲載しています
ので、ご確認ください。

一般質問は定例会（3 月・6 月・9 月・12 月）初日に行っています

くりやまぎかいだより№ 135
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出来事・話題
T o p i c s

議
会
モ
ニ
タ
ー

の
募
集

モニター会議（2013.2.22）

常 任 委 員 会
活動レポート

行政側から提案される
課題が多岐にわたるた
め、課題別に少人数の
委員会をつくっていま
す。
常任委員会では、議案
の審査だけでなく、町
民生活に深く関わるこ
とを調査研究し、政策
提言につなげます。

総務教育委員会

産業福祉委員会

指定管理者制度の実態自治区構想の現状

松栄団地新築工事や各道路改良
工事の現地調査を実施しまし
た。建設事業の発注は、優先
的に下請けも含め地元業者への
配慮と早期発注を望む。公営住
宅の建て替えは入居者の声を聞
き、次回の設計等に反映された
い。

工業団地の現状建設事業の実態 児童福祉施設の実態

工業団地進出企業の現地調査を
実施しました。現在のところ順
調に企業が進出しています。継
続して誘致活動に努め、地元雇
用の創出と消費拡大につながる
ことを期待します。

町内保育所やこども発達サポー
トセンター、児童センターの現
地調査を実施しました。それぞ
れの特徴を生かしたよりよい子
育て環境に努められたい。臨床
心理士の活用など今後もさらに
充実強化を図られたい。

公共施設の現状について調査研
究をしました。各施設とも順調
に運営され、修繕計画に基づき
快適性と安全性が確保されてい
ます。より一層、サービスの向
上や利用者の拡大を図られた
い。

まちづくり協議会の活動につい
て調査研究をしました。防災を
中心に進んでいるが、今後の新
たな方向性や主体的な取り組み
を支援されたい。農村地域の自
治区は地域に合わせ柔軟性のあ
るルールづくりが必要。

くりやまぎかいだより№ 135

ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
広
場

行
政
側
か
ら
資
料
説
明

を
受
け
る
委
員
会

児
童
セ
ン
タ
ー

㈱
北
海
道
き
の
こ
総
合

生
産
研
究
所

湯
地
地
区
環
境
整
備

工
事

　

栗
山
町
議
会
で
は
、
町

民
の
皆
様
か
ら
議
会
運
営

や
政
務
活
動
費
な
ど
へ
の

ご
意
見
、
ご
感
想
を
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
議
会
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

【
資
格
】

①
年
齢
満
18
歳
以
上
の
町

民
で
公
務
員
、
各
種
議
会

議
員
又
は
各
種
行
政
委
員

で
な
い
方

②
町
議
会
の
し
く
み
及
び

運
営
に
関
心
が
あ
る
方

③
町
政
及
び
地
域
社
会
の

発
展
に
関
心
が
あ
る
方

【
内
容
】

①
会
議
を
傍
聴
し
、
運
営
に
関

す
る
意
見

②
議
会
広
報
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
関
す
る
意
見

③
議
長
が
依
頼
し
た
議
会
の
運

営
に
関
す
る
調
査
事
項
の
回
答

④
町
議
会
議
員
と
１
年
に
１
回

程
度
の
意
見
交
換

⑤
政
務
活
動
費
の
使
途
に
関
す

る
意
見

【
任
期
】

平
成
25
年
７
月
か
ら
平
成
27
年

６
月
ま
で

【
応
募
方
法
】

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先

を
ご
記
入
の
上
、
議
会
事
務
局

（
裏
表
紙
に
あ
る
あ
て
先
）
ま
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
可
）
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新
入
園
児
（
栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園
）
の
つ

ぶ
ら
な
瞳
に
魅
せ
ら
れ
て
パ
チ
リ
。
明
日

か
ら
ひ
と
り
で
元
気
に
登
園
で
き
る
か

な
？
（
重
山
撮
影
）

24 年度政務活動費収支報告

議員氏名 交 付 額
支出内訳

合　計 返納額
調査研究費 研修費 資料購入費 広報費 事務費

八木橋義則 96000 78160 20160 1774 100094

友 成 克 司 96000 1000 33420 35000 69420 26580

大 井 賢 治 96000 69960 69960 26040

三 田 源 幸 96000 12000 69960 91200 173160

小 寺  　 進 96000 70960 25810 96770

大 西 勝 博 96000 69960 9600 79560 16440

大 平 逸 男 96000 30070 30070 65930

山 本 修 司 96000 0 96000

藤 本 光 行 96000 70960 36541 107501

楢 﨑 忠 彦 96000 66580 42220 108800

置 田 武 司 96000 69960 27120 97080

重 山 雅 世 96000 87875 20980 108855

鵜 川 和 彦 96000 79900 76400 156300

調査研究するために必要な経費として報酬とは別に議員１人当たり月額８千円が交付されて
います。剰余金がある場合は町に返還します。全ての領収書と収支報告書を公表しています。解説

政務活動費

【単位：円】

　

平
成
17
年
よ
り
始
め
た
議

会
報
告
会
は
本
年
で
９
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
４
日
間
に

わ
た
っ
て
全
議
員
が
３
班
に

分
か
れ
町
内
12
カ
所
へ
出
向

き
、
１
８
２
人
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

１
年
間
議
会
で
決
定
し
た

こ
と
、
新
規
事
業
や
中
学
校

の
統
合
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん

速
報
！
議
会
報
告
会
終
る

が
関
心
の
高
い
も
の
を
優
先
し

て
説
明
し
、
た
く
さ
ん
の
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
・
要
望
の
う

ち
行
政
に
対
す
る
も
の
は
後
日
、

町
長
へ
文
書
を
も
っ
て
回
答
を

要
請
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
報
告
会
の

詳
細
は
、
次
号
の
８
月
１
日
号

に
掲
載
予
定
で
す
。

表紙の一枚！

くりやまぎかいだより№ 135
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議会の予定

くりやまぎかいだより№ 135

第135 号の広報が届く頃には、桜の花も満開でしょうか？
予算議会中の３月１５日、安倍首相のＴＰＰ交渉参加表明

で、意見書の内容を変更（「ＴＰＰ参加を白紙に戻すよう要望す
る」）し、全会一致で採択しました。
　３月２５日から行われた議会報告会では、景観条例が制定さ
れてもＴＰＰの影響で農地が荒廃することが懸念されるので、
議会として国に物申してほしいなどの意見を出されました。
　農林業だけでなく医療、雇用、食の安全など日本経済を土台
から壊し、主権を売り渡すのがＴＰＰであり秘密交渉です。
　参加撤退を求めて運動と世論を高めるために、議会も関係団
体等で取り組まれる反対運動などの情報を発信しながら町民の
皆さんと一緒にがんばります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（重山）

「農業 inくりやま」
     　　 中川　和政さん（北学田）
　私は、栗山町に生まれ育って 40 年になりました。私はこの町
で農業をしています。この自然豊かな町で農業が出来ることを
誇らしく思っています。農業情勢は昨今、TPP 問題をはじめ高
齢化や後継者不足など厳しい状況となっています。しかし、今
現在まちに残り頑張っている農業経営者そして後継者の方たち
はとても意欲的で、新しい発想を持った素晴らしい方たちばか
りです。
　最近の栗山といえば、日本ハムファイターズの栗山英樹監督
との深い関わりとか、Ms.OOJA の公開録音＆ミニライブが行わ
れるなど話題豊富です。「意外とすごい町だな」と思っています。
このようにもっともっと活気づいた町で楽しく農業を営み、自
分の子どもたちにも、食の大切さを教え、そしてまた自分も学ぶ、
そんな人生を送っていきたいと思います。また、行政や議会の
方々にも活気ある栗山町の創造のため、より一層尽力していた
だければと思います。
　この先まだまだ長い道のりですが、明るく楽しく全力で栗山
の農業を支えていけるように頑張りたい、そんな思いで溢れて
います。

議会の予定は変更になる場合がありま
す。議会事務局または議会ホームペー
ジでご確認ください。

　　　　    議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ議
員の活動や町政の方針などを、ぜひ
ご覧ください。会議当日の受付で傍
聴できますので、役場旧庁舎３階の
傍聴席入口までお越しください。

傍聴は
議会に行こう！

６月定例会の開会日

月　　 日～18６

町議会のくわしい情報は栗山町議会ホームページへ 栗山町議会 検索

2013 年 5 月１日発行

編集後記

vsbs

広報広聴常任委員会（広報小委員会）
委員長／藤本光行　副委員長／重山雅世
委　員／大井賢治　三田源幸　大西勝博　大平逸男

5 月 16 日（木） 第３回臨時会

　28 日（火）
～29日（水）

全国町村議会議長会
正副議長研修会（東京）

６月 5 日（水） 北海道町村議会議長会
定期総会（札幌）

18 日（火）～ 第４回定例会

27 日（木） 北海道町村議会議長会
議員研修会（札幌）


